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問
もんだい

題 74　次
つぎ

のうち，閉
と

じられた質
しつもん

問として，適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　「この本
ほん

は好
す

きですか」

2　「午
ご ご

後はどのように過
す

ごしますか」

3　「困
こま

っていることは何
なん

ですか」

4　「どのような歌
うた

が好
す

きですか」

5　「なぜそう思
おも

いますか」

問
もんだい

題 75　利
りようしゃ

用者の家
かぞく

族と信
しんらいかんけい

頼関係を形
けいせい

成するための留
りゅういてん

意点として，最
もっと

も適
てきせつ

切なも

のを 1 つ選
えら

びなさい。

1　家
かぞく

族の希
きぼう

望を優
ゆうせん

先する。

2　話
はな

し合
あ

いの機
きかい

会を丁
ていねい

寧にもつ。

3　一
いちどけいせい

度形成した信
しんらいかんけい

頼関係は，変
か

わらずに継
けいぞく

続すると考
かんが

える。

4　家
かぞく

族に対
たい

して，「こうすれば良
よ

い」と指
し じ

示を出
だ

す。

5　介
かいご

護は全
ぜんめんてき

面的に介
かいごふくししょく

護福祉職に任
まか

せてもらう。

コミュニケーション技
ぎじゅつ

術
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問
もんだい

題 76　Ｃさん（75 歳
さい

，男
だんせい

性）は，老
ろうじんせいなんちょう

人性難聴（presbycusis）があり，右
みぎみみ

耳は中
ちゅうとう

等  

度
どなんちょう

難聴，左
ひだりみみ

耳は高
こうどなんちょう

度難聴である。耳
みみ

かけ型
がたほちょうき

補聴器を両
りょうみみ

耳で使
しよう

用して静
しず

かな場
ばしょ

所で

話
はな

せば，なんとか相
あいて

手の話
はなし

を聞
き

き取
と

ることができる。

Ｃさんとの 1対
たい

1 のコミュニケーションの方
ほうほう

法として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ

選
えら

びなさい。

1　正
しょうめん

面で向
む

き合
あ

って話
はな

しかける。

2　高
こうおんいき

音域の声
こえ

を使
つか

って話
はな

しかける。

3　耳
みみもと

元で，できるだけ大
おお

きな声
こえ

で話
はな

しかける。

4　手
しゅわ

話で会
かいわ

話をする。

5　からだに触
ふ

れてから話
はな

しかける。

問
もんだい

題 77　Ｄさん（90 歳
さい

，女
じょせい

性，要
ようかいご

介護 5）は，重
じゅうど

度のアルツハイマー型
がたにんちしょう

認知症

（dementia of the Alzheimer’s type）である。介
かいごふくししょく

護福祉職は，Ｄさんに声
こえ

かけをし

て会
かいわ

話をしているが，最
さいきん

近，自
じはつてき

発的な発
はつご

語が少
すく

なくなり，会
かいわちゅう

話中に視
しせん

線が合
あ

わない

ことも増
ふ

えてきたことが気
き

になっている。

Ｄさんとのコミュニケーションをとるための介
かいごふくししょく

護福祉職の対
たいおう

応として，最
もっと

も適
てき

 

切
せつ

なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　引
ひ

き続
つづ

き，言
げんご

語を中
ちゅうしん

心にコミュニケーションをとる。

2　Ｄさんが緊
きんちょう

張しているので，からだに触
ふ

れないようにする。

3　 表
ひょうじょう

情 やしぐさを確
かくにん

認しながら，感
かんじょう

情の理
りかい

解に努
つと

める。

4　視
しせん

線が合
あ

わないときは，会
かいわ

話を控
ひか

える。

5　自
じはつてき

発的な発
はつご

語がないため，会
かいわ

話の機
きかい

会を減
へ

らしていく。
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問
もんだい

題 78　介
かいごじっせん

護実践の場
ば

で行
おこな

われる，勤
きんむこうたいじ

務交代時の申
もう

し送
おく

りの目
もくてき

的に関
かん

する次
つぎ

の記
き

 

述
じゅつ

のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　翌
よくげつ

月の介
かいごふくししょく

護福祉職の勤
きんむひょう

務表を検
けんとう

討する。

2　利
りようしゃ

用者のレクリエーション活
かつどう

動を計
けいかく

画する。

3　利
りようしゃ

用者の問
もんだいかいけつ

題解決に向
む

けた事
じれいけんとう

例検討を行
おこな

う。

4　利
りようしゃ

用者へのケアの継
けいぞくせい

続性を保
たも

つ。

5　利
りようしゃ

用者とケアの方
ほうしん

針を共
きょうゆう

有する。

問
もんだい

題 79　Ｅさん（87 歳
さい

，女
じょせい

性，要
ようかいご

介護 3）は，介
かいごろうじんふくししせつ

護老人福祉施設に入
にゅうしょ

所していて，

認
にんちしょう

知症（dementia）がある。ある日
ひ

，担
たんとう

当のＦ介
かいごふくししょく

護福祉職がＥさんの居
きょしつ

室を訪
ほうもん

問す

ると，Ｅさんは，イライラした様
ようす

子で，「私
わたし

の財
さいふ

布が盗
ぬす

まれた」と言
い

ってベッドの

周
まわ

りをうろうろしていた。一
いっしょ

緒に探
さが

すと，タンスの引
ひ

き出
だ

しの奥
おく

から財
さいふ

布が見
み

つ

かった。

Ｆ介
かいごふくししょく

護福祉職は，Ｅさんのケアカンファレンス（care conference）に出
しゅっせき

席して，

この出
で き ご と

来事について情
じょうほうきょうゆう

報共有することにした。

Ｅさんの 状
じょうきょう

況 に関
かん

する報
ほうこく

告として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　「Ｅさんの認
にんちきのう

知機能が低
ていか

下しました」

2　「Ｅさんは，誰
だれ

かに怒
おこ

っていました」

3　「Ｅさんには，もの盗
と

られ妄
もうそう

想があります」

4　「Ｅさんは，財
さいふ

布が見
み

つかって，安
あんしん

心していると思
おも

います」

5　「Ｅさんは，財
さいふ

布が盗
ぬす

まれたと言
い

って，ベッドの周
まわ

りをうろうろしていました」


